第42　回　施設処遇検討会議　議事録

H21.3.9　13:30～15:00

青山荘交流室

出席者：・上平ユリ子・馬渡道伸・小笠原嘉紀

向奈津美・出貝梢・中村文洋・三浦理見

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・秋山S.G.M・小坂和子)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：高柳　和子　様（青山荘入所者様）の処遇について

２：中村　与一郎　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：駒木　学　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：高柳　和子　様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：総胆管結石
＜問題点＞

①余暇の過ごし方（継続）
· 他利用者様と活動する機会を与え、関係を築くと共に活動領域の拡大を図る。

· 職員からも積極的に働きかけ、興味のあることを一緒に見つけていく。

· 時折、気分の落ち込み等見られるため、本人の状態を確認しながら行う。

②服薬管理（継続）
· 1ヶ月を目途に振り返りと評価を行う。

· 忘薬・誤薬をした際の対処方法について本人と振り返りを行う。

忘薬・誤薬がないようであれば、主治医に意見を聞き、徐々にチェックシートをなくし最終的に自己管理へと移行する。

③気分の落ち込みに対する対処方法（継続）
· 気分が不安定になった際、リスパダールは効かないから飲みたくないと話すことがあり、薬の必要性を説明し必要時はすぐに服用するよう理解を促す。

· 現在、伯母様・弟様とは主に電話連絡となっている為、都合の良い時間に外で会うことや外食をする機会を作ること等について家族側にも提案する。

その都度、振り返りや話しを傾聴する中で、気分の落ち込みとなる原因や対処方法を一緒に考える。

④買い物について

· 外出時、同じセーターを着まわしている為、新しい服を購入し自らコーディネートできるようにする。

· 焦りや安いものを購入しようとする傾向が見られる為、選び方等についてアドバイスを行い、最終的には一人で自分に合った服を購入できるようにする。

＜評価＞

　服薬に関しては服薬を忘れることなどは見られなくなってきている。不安、気分の落ち込みが強く自殺企図（発言のみで行動化はない）が聞かれる時があるため、個別ＳＳＴなどを活用し、訴えを他者に伝え、不安や気分の落ち込みを軽減できるように支援を行っていく。
　
２：中村　与一郎様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：高コレステロール血症　高ＬＤＬＣ血症
＜問題点＞

1 生活リズム安定していない。

· 食事当番や定時起床など生活リズムについて本人と振り返るチェックシートを作成し、生活リズムの安定化を図る。

· 本人と定期的な面談を行ない、現在できている所とできていない所を本人と振り返りを行ない、生活リズムの安定に対しての意識付け、意欲の向上を図る。

②定期的な身の回りの整理ができない。

· 定期的に自室のチェックを行ない、整理整頓の習慣を身につける。

· 自室の掃除が出来ていない時はさり気なく声をかけ促す。時には一緒に行なう。

③自分の経済状況に応じた金銭管理ができない。

· 購入する前に必要性や優先順位などについて本人と話し合い、必要に応じてアドバイスを行なう。

· 定期的に小遣い帳の確認を行ない、無駄遣いをしない習慣を身に付ける。

4 適度に間食を摂取できない。

· 間食の量や内容について本人が振り返りを行ないやすくする為のチェックシートを作成し、定期的に振り返りを行なう。

· 健康プログラムなどを通じて、適切な間食の量や内容について学習を行なう。

· 外食する際のメニューの選び方や食事の摂り方（簡単に調理も今後、検討していく）について学習する機会を設ける。

＜評価＞
　不調の訴えの軽減を図るため、本人との定期的な面談を行っていく。また高コレステロール血症、高ＬＤＬＣ血症となっていることから、適度な間食の取り方について学習を図っていく。
３：駒木　学様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

○対人関係

・対人関係のストレスから病状の悪化に繋がることが、ある為、本人から相談しやすい環境の設定を行う。

・環境の変化に対して敏感である為、無理せず通所の利用を行っていく為に、関係機関と連携し、本人の状態等を共有し統一した対応をしていく。
○睡眠時間の確保

・服薬時間について訪問時に確認し、振返りと評価をしていく。

・本人と相談した上で必要であれば、チェック表等を用いて睡眠時間の安定に繋げる。

· 本人の変化への対応

・本人の精神面、体調面について、変化があった場合は関係機関と情報共有を図り、対応を検討していく

・訪問看護との連携を密に行い、自宅での本人の様子について、情報共有し、本人の変化へ気付く。

＜評価＞
金銭管理も問題は見られず、自炊を行うこともできている。２月の中旬にデイケアで交流を持たれていた方が亡くなったことによって睡眠状態が不安定となってきている。現在の生活スタイルを変えることなく、本人の状態を観察していき、各関係機関との連携・情報共有を行っていく。







